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アートワークスタジオ

メールボックス取扱説明書

安全上のご注意（安全のため必ずお守りください）

この度はアートワークスタジオの製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本書は製品を安全かつ正しくご使用していただき、事故や損害を未然に
防止するための大切なものです。ご使用前に必ずご熟読いただき、内容を良くご理解いただいた上で正しくご使用ください。本書はお読みになられた後でも廃棄なさら
ず、不明な点が生じた場合等に、すぐご覧いただけるよう大切に保管しておいてください。

型式番号 TK-2078 U.S.Mail-box2  /  TK-2079 Mail-box2

本取扱説明書では製品を安全にお使いいただき、ご使用になる方々への危害、財産への損害を未然に防止するために、ご使用の際に守って頂きたい項目について
『絵表示』で表示しています。この『絵表示』の意味を十分にご理解の上この説明書をお読みいただくようお願い致します。

この表示の項目を無視して誤った取扱いをすると、傷害、物的損害が発生する可能性が想定される内容を示しています。

このマークは禁止の行為であることを表しています。

このマークは行為を強制または指示することを表しています。

お客様の安全のために
内容をご熟読ください

工事店様へ　この取扱説明書は必ず
　　　　　　お客様にお渡しください。

凹凸や傾斜のある壁面など、不安定な場所には取り付けないでください。

本製品は完全防水型、完全密閉型ではありません。浸水、サビ等の原因を
防ぐため、軒下等の雨が直接掛かりにくい場所への設置をお願いします。

本製品は郵便物や新聞等を受け入れるものです。その他の目的には使用
しないでください。 ●落下／破損／ケガの原因になります。

ケガや破損の原因となりますので、投函口、受取り口の扉を開け放しに
しないでください。使用後は必ず閉められている事をご確認ください。

雨風や諸条件によって雨水等が浸入することがありますのでご注意ください。

取り付け箇所の材質や状態により、十分な取付強度を確保できない場合があります。材質や下地等の状況が不明な場合は専門の業者等へ依頼される事をお勧めします。

取付強度が不十分な場合、開閉のくり返しによりガタツキや落下の原因
となりますのでご注意ください。

ダイヤルロックの操作、鍵の開閉、投函口や受取り口の開閉は静かに
行ってください。乱暴に扱うと破損の原因となります。

定期的に郵便物を取り出してください。重さでの破損や、投函口、受取
り口の扉がうまく開かなくなる原因となります。

●落下／破損の原因になります。

本製品は一般郵便物の受箱として設計されていますので、貴重品、重要
書類等の保管はしないでください。 ●紛失／盗難の恐れがあります。●落下／ケガの原因になります。

重い物を乗せたり、ぶらさがったり寄りかかるような事はしないでください。

修理を依頼されるときは

●保証期間中は　　　　　　　　…　保証書をご用意の上、お買い上げの販売店までお問い合わせください。保証書の規定に従って修理させて頂きます。
●保証期間が過ぎているときは　…　お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって機能が維持できる場合は、ご希望により有償修理させて頂きます。

version / 2078_2079_RE201901

株式会社アートワークスタジオ

TEL.078-333-6622  FAX.078-333-6632
650-0024　兵庫県神戸市中央区海岸通8番

姿図と各部の名称 / 付属部品

取り付け方法

本製品を取り付ける前に必ずご確認ください

本製品を取り付ける壁面等の材質、強度をご確認ください。

以下の条件に注意して取り付け場所をお選びください。

本製品はコンクリート等のしっかりとした壁面に取り付けてください。必ず事前に壁面の材質と強度をご確認のうえ万一付属のネジ
及びプラグが壁面の材質に合わない場合は専門店で適切なものをお買い求めください。（付属のネジ及びプラグはコンクリート用です）

・製品が水平及び垂直を保てる、平らな壁面に取り付けてください。
・投函口のフタ及び郵便物の取り出し口がスムーズに開閉できる場所に取り付けてください。
・通行の妨げとなる場所や、つまずいたり頭がぶつかるような危険な場所や高さに取り付けないでください。
・軒下などの雨が直接掛からない場所に取り付けてください。

● お客様ご自身で本製品の取り付けが困難だと思われる場合は、必ず販売店、もしくは専門の業者等にご相談ください。
● 取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故・損傷については、弊社は一切の責任を負いません。

製品には先の尖った箇所や、鋭利なパーツなどが含まれてい
る場合がございます。思わぬ事故を未然に防ぐ為にも、必ず
軍手や手袋などを着用してください。

本製品を取り付ける前に、手を保護する物をご用意ください

軍手や手袋
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図を参考に製品の取り付け穴と壁面の穴を合わせ、ワッシャーと
スペーサーを挟み、取り付けネジで壁面に固定してください。2

暗証番号を合わせ左回りに90度回転して開けてください。
閉じる場合は逆に右回りに90度回転して閉じてください。

暗証番号を合わせ（購入時は”0”0”0”に設定
されています）ダイヤルロックを左回りに90
度回転して（開）の状態にして下さい。

ダイヤルロック側面の穴の奥が番号セットボ
タンになっています。細いドライバーなどで
ボタンをしっかり押したままの状態で３桁の
ダイヤルをご希望の番号にセットして下さい。

番号の設定が終わりましたら番号セットボタ
ンから手を離し、設定した番号で解錠できる
かを必ずご確認下さい。

※（閉）の状態では変更できません。

※　暗証番号のセット中に押さえたボタンを離さないように
　ご注意ください。

※購入時は”0”0”0”に設定されています。

フタの開閉に連動し、郵便物が投函されたことをおしらせします。

３桁ダイヤルが
縦に並んでいる。

左に90度回してください

壁面にペン等で取り付け穴の位置に印を付けます。
印の位置に電動ドリルで下穴を開け、下穴にアンカープラグを埋め
込みます。（下穴：直径8mm、深さ50mm）

フラグバーについて

製品取り付け穴

ワッシャー
スペーサー

取り付けネジ

アンカープラグ

壁面

フラグバー フラグバーで
お知らせ

（閉） ３桁ダイヤルが
横に並んでいる。（開）

（表）

コンクリート用取り付けネジ
(×４個)
(φ4.1×長さ42 mm)

ワッシャー
(×４枚)

スペーサー
（×８枚・シリコン製）
（４枚予備）

コンクリート用アンカープラグ
(×４個)
(φ8×長さ40 mm)

取り付け後、ご確認ください
・各部のねじや部品にゆるみがないか確認してください。
・ガタツキ等がないか確認してください。
・投函口フタや受取り口の開閉に不具合が無いか確認してください。

（裏）

工場出荷時のダイヤルロック
暗証番号は”０”０”０”に設定

されています。

番号セットボタン
　　しっかり押す

（開）の状態にする

取り付け穴
（４カ所）

通常時バーは下を向いて
います

フタを開くと一緒にバー
が持ち上がります

フタを閉じてもバーが残り
郵便物をお知らせします

1

扉の開閉方法

暗証番号設定方法

ご注意ください
※　番号を確認せずに変更したり番号セットボタンが押された状態でダイヤルを回し
　てしまうと番号が分からなくなりますのでご注意ください。

※　暗証番号をお忘れの場合、設定された番号以外では開きません。解除するには
　お客様ご自身で000～999までの番号をひとつずつ合わせていく以外方法は
　ございませんので設定された番号はお忘れにならないよう充分ご注意ください。

※ドライバーを
ご用意ください

※電動ドリルを
ご用意ください

受取り扉

ダイヤルロック

投函口フタ

フラグバー

投函口

※ 郵便物の取出し後は、バーを元の位置に戻してください。


